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【手続補正書】
【提出日】平成26年5月30日(2014.5.30)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　有効量のトロンビンペプチド誘導体を含む、致死量の放射線に曝露した対象の死亡リス
クを減少させるための医薬組成物であって、ここで前記トロンビンペプチド誘導体がＡｓ
ｐ－Ａｌａ－Ｒを含み、Ｒがセリンエステラーゼ保存配列である、医薬組成物。
【請求項２】
　前記放射線量が、少なくとも３．５Ｇｙである、請求項１に記載の医薬組成物。
【請求項３】
　前記対象が、更に、外傷、重症の皮膚損傷、及び／又は熱傷を受けている、請求項１又
は２に記載の医薬組成物。
【請求項４】
　前記外傷が、骨折、又は内臓の損傷である、請求項３に記載の医薬組成物。
【請求項５】
　前記熱傷、重症の皮膚損傷、又は外傷が、対象を全身感染症に曝す、請求項３又は４に
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記載の医薬組成物。
【請求項６】
　有効量のトロンビンペプチド誘導体を含む、放射線療法を受ける対象において、放射線
照射に関連した損傷を減少させるための医薬組成物であって、ここで前記トロンビンペプ
チド誘導体がＡｓｐ－Ａｌａ－Ｒを含み、Ｒがセリンエステラーゼ保存配列であり、前記
放射線照射に関連した損傷が脳損傷である、医薬組成物。
【請求項７】
　前記トロンビンペプチド誘導体が、ポリペプチドＡｒｇ－Ｇｌｙ－Ａｓｐ－Ａｌａ（配
列番号１６）を含み、前記トロンビンペプチド誘導体が、１２～２３アミノ酸残基長のポ
リペプチドである、請求項１～６のいずれか一項に記載の医薬組成物。
【請求項８】
　前記トロンビンペプチド誘導体が、ポリペプチドＡｌａ－Ｇｌｙ－Ｔｙｒ－Ｌｙｓ－Ｐ
ｒｏ－Ａｓｐ－Ｇｌｕ－Ｇｌｙ－Ｌｙｓ－Ａｒｇ－Ｇｌｙ－Ａｓｐ－Ａｌａ－Ｃｙｓ－Ｘ

１－Ｇｌｙ－Ａｓｐ－Ｓｅｒ－Ｇｌｙ－Ｇｌｙ－Ｐｒｏ－Ｘ２－Ｖａｌ（配列番号２）、
少なくとも１４個のアミノ酸残基を有するそのＮ末端切断フラグメント、又は少なくとも
１８個のアミノ酸残基を有するそのＣ末端切断フラグメントを含み、ここでＸ１がＧｌｕ
又はＧｌｎであり、Ｘ２がＰｈｅ、Ｍｅｔ、Ｌｅｕ、Ｈｉｓ、又はＶａｌである、請求項
７に記載の医薬組成物。
【請求項９】
　前記トロンビンペプチド誘導体が、ポリペプチドＡｌａ－Ｇｌｙ－Ｔｙｒ－Ｌｙｓ－Ｐ
ｒｏ－Ａｓｐ－Ｇｌｕ－Ｇｌｙ－Ｌｙｓ－Ａｒｇ－Ｇｌｙ－Ａｓｐ－Ａｌａ－Ｃｙｓ－Ｇ
ｌｕ－Ｇｌｙ－Ａｓｐ－Ｓｅｒ－Ｇｌｙ－Ｇｌｙ－Ｐｒｏ－Ｐｈｅ－Ｖａｌ（配列番号６
）、少なくとも１４個のアミノ酸残基を有するそのＮ末端切断フラグメント、又は少なく
とも１８個のアミノ酸残基を有するそのＣ末端切断フラグメントを含む、請求項７に記載
の医薬組成物。
【請求項１０】
　前記トロンビンペプチド誘導体が、Ｈ－Ａｌａ－Ｇｌｙ－Ｔｙｒ－Ｌｙｓ－Ｐｒｏ－Ａ
ｓｐ－Ｇｌｕ－Ｇｌｙ－Ｌｙｓ－Ａｒｇ－Ｇｌｙ－Ａｓｐ－Ａｌａ－Ｃｙｓ－Ｇｌｕ－Ｇ
ｌｙ－Ａｓｐ－Ｓｅｒ－Ｇｌｙ－Ｇｌｙ－Ｐｒｏ－Ｐｈｅ－Ｖａｌ－ＮＨ２（配列番号３
）である、請求項１～９のいずれか一項に記載の医薬組成物。
【請求項１１】
　前記トロンビンペプチド誘導体がポリペプチド二量体であり、ここで二量体中の各ポリ
ペプチドが１２～２３アミノ酸残基長であり、二量体中の各ポリペプチドは独立して、Ａ
ｓｐ－Ａｌａ－Ｃｙｓ－Ｘ１－Ｇｌｙ－Ａｓｐ－Ｓｅｒ－Ｇｌｙ－Ｇｌｙ－Ｐｒｏ－Ｘ２

－Ｖａｌ（配列番号１０）を含み、Ｘ１がＧｌｕ又はＧｌｎであり、Ｘ２がＰｈｅ、Ｍｅ
ｔ、Ｌｅｕ、Ｈｉｓ、又はＶａｌであり、前記ポリペプチドが任意でＣ末端アミドを含み
；前記ポリペプチドが任意でアシル化されたＮ末端を含む、請求項１～６のいずれか一項
に記載の医薬組成物。
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